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14-1図韓国のカオリンの生産需要輸出入統計図
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14カオリン(K馳｡且虹)

鉱物学的にカオリンと呼ばれているものはkao1inite,

hanoysite,dickiteなどの鉱物を総称する.しかL世

界各国で鉱業的に商業的にあるいは行政的にrカオ

リン｣と呼ばれているものにはカオリン鉱物以外のもの

が主成分鉱物とたっているものが多い.またカオリン

鉱物が主成分である鉱石でもカオリン以外の固有の名称

で呼ほれているものもある.日本では末節粘土娃

目粘土海外では｡hinacIay,iintc1ayなどが後者の

例である1韓国も例外ではたい.全羅南道慶尚南

道の“蟻石"鉱床と呼ほれている熱水変質鉱床にはかた

りの量のカオリン鉱物を主とするカミものもある.しか

しこれらは従来から“蟻石"鉱床と呼ばれてきているの

で“蠣石"の項で詳述することにする一またカオリ

ンを主として紅柱石を伴う層状粘土鉱床は“高アルミナ

粘土鉱床"として既に記している.本項では韓国で通

常“カオリン"と呼ばれている鉱床のみをとりあげるが

1988年11月号

韓国では鉱業法上“カオリゾ'と呼ばれるものには狭義

のカオリンのほかにベントナイト酸性白土陶石粘

土が含まれている.従って政府発表の統計などはこの

点に注意を狐う必要がある.

1)輯国の力才リン鉱業

1.力才リンの生産量

朝鮮半島から産出Lたカオリンの生産量のうち1927-

1944年のものはGa11agher(1963)に載っている.古

い時代のものは別として1959年以降のものをUSBMの

Minera1sYearbookによって示すと14-1図のようにな

る.韓国では鉱業法上指定された広義の“カオリン"

にはカオリン鉱物と認められたもののほかに酸性白土

ベントナイト陶石粘土鉱物を含んでいる.従って

各年の生産量のうち純粋のカオリンがどのくらい含まれ

ているか気にたるところである.崔ほか(1984)によ

ると1980-1982年度のカオリン(法定)の生産量の内訳は�
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次のとおりである.

(年度別単位t)

広義のカオリンの生産量

粘土類の生産量

純粋カオリンの生産量

純粋カオリンの比率
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化学工業用13.40013.40013,400

計195.08150.123245.204188.24656,958

このような根拠から穫ほか(1984)は鉱業法上でいうカ

オリンの生産量中純粋カオリンが占める比率は60-80%

くらいと推定している.

1983年7月現在107の鉱山から月産約6万tのカオリ

ンの生産があるが主要た鉱山とその生産量は次の通り

である.

主要カオリン鉱山の生産実績

(年度単位t()内は%)

*白色カオリン**桃色カオリン

(耐火物用内需75,323tのうち29,920tは加工シャモットで

ある)

以下用途別にカオリンの需要をみることにする(崔ほか
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一陶磁器用一

韓国国内で生産される陶磁器類のうち主要た製品はタ

イルで全陶磁器生産量の約80%を占めている.1980年

頃の製品別生産量は次の通りである.

国内陶磁器製品別生産実績(t)

鉱山名

��摯

河東

�畧�椀

�渭�潮最

�渭�

��

一(一)

������

㌶�����

������

�����

��

㌹�〰���

������

������

��㌸���

����㈩

��

������

㈹�㈰���

㈸�����

������

��〰���

食器類

タイル類

衛生陶器

その他
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(崔ほか1984による)

即ちカオリン生産量の1/5はこの5鉱山から生産され

ており金属鉱山に見られるような寡占体制ではたい.

2.力才リンの需要

韓国のカオリンの内需は1970以来急速に延びてきてい

る.郷ち1971年の103.9×103tから1981年の693.6×

10窩tと年率21%の伸び率を示した.この間の需要の推

移を図14-1に示した.韓国内の国産カオリンの需要は

1973年頃から急速に増加してきたがこれは窯業関係の

企業の増加と浦項製鉄所稼動以降の製鉄工業の成長によ

る耐火物需要の増加のためである.現在韓国の主要た

窯業関係の企業は31である.1973年以前には11であっ

たものが1973年には1年間に10創立されこれがこの年

からのカオリンの需要の増加の主な原因である.

韓国産のカオリンの主要な部分を構成しているのは

ha11oysiteである.このためkao1initeを主に産する他

の国とは異たる消費構成を示している.却ちkao1inite

を使用する製紙用の消費カ砂たい.1982年度の韓国国

内産カオリンの需給は次の通りである(韓ほか1984).

韓国カオリンの需給(1982年度単位t)

供

生産
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(資料:大韓陶磁器工業協同組合)

またこれら陶磁器類に使用されたカオリンの等級と構

成比率は次の通りである.

陶磁器製品別使用カオリン等級とその比率

品目等級

食器類WAPA

衛生陶器WBPB

タイルWAPAPB

区分需

国内

陶磁器用*48,350

耐火物用**75,323

製紙用56,808

要

輸出
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配合比率他の鉱石

10-35%陶石長石

20-35形蟻石陶石

25-35%陶石珪砂

給

輸入

�　

���

(WAWBPAPBについては鉱石の項を参照)

一耐火物用一

耐火煉瓦生産実績(t)
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耐火煉瓦に使用できる耐火度の高い粘土は国内に豊富に

存在する.

一製紙･農薬･その他一

製紙用カオリンの需要は全て輸入カオリンに依存して

いる.白色度粒形の良いkao1initeは国内からの産

出カミ稀たためである.製紙コｰチング用には難しいが

充填用粘土に園内産カオリンの利用の可能性についての

研究カミ望まれている.

農薬用に300t/年のカオリンが使用されている.ゴ

ム充填用には品質･価格の面からCaC03に遅れをとっ

ており白色セメント用(ソウル付近で生産)には地理的

条件のために(輸送費が高くつく)蠣石に負けている.

生産量項の数字と需要の項の各冷の数字の間には不詳

の点カミ多いが原著のまま引用した.

地質ニュｰス411号�
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3.カオリンの輸出入

韓国のカオリンの輸出は19811982年度それぞれ

89.73460,302tである.このうちカオリン鉱物の輸

出は1981年度88,127tで約98%であった.1980年度は

96%であった.主たる輸出先は日本(約90%)である.

1961年以降の輸出量をUSBMのMinera1sYearbook

によって示した(14-1図)･

韓国には良質たkao1initeはあまり産したいので製紙

用のカオリンは輸入に頼っている.1982年度は約6万

tである.1977-1984のカオリンの輸入量を14-1図に

示した.主たる輸入先はUSA日本香港である.

他にベントナイト酸性白土陶石などを含んでこの

表カミ直ちにkaolinite,ha11oysiteの産出規模を表わすも

のではないがベントナイト酸性白土を含めて慶尚南

道慶尚北道が粘土類の主産地区であることは間違いた

い.たお1980年代初め頃のベントナイトの年間生産

量(精鉱)は33,880t(地質ニュｰス1988年3月号P.41)

でこれは殆ど慶尚北道から産出するのでこの数字を差

し引くと慶尚北道の産出量は5-6万t位がと予想され

る.慶尚南道の産出は山清一河東地区のha11oysite

であろう.

3)力才リン鉱床

2)韓国力才リン鉱床の地理的分布

近藤(1938)は慶尚南道のカオリン蠣石明磐石の

鉱床を記載している.当時(1936年頃)慶尚南道には

33の鉱区があり鉱種がカオリンのみのもの25蠣石の

みのもの4カオリン･蠣石のもの2明磐石･ろう石

1明磐石･蟻石･カオリン1であった.カオリン

の鉱区25のうち河東郡･山清郡のもの18で“河東カオ

リン"地区は鉱区数は多かったが稼行鉱山は2で生

産量は1,420t慶尚南道の当時のカオリン生産量の約

30房に過ぎなかった.

Ga11agher(1963)は1944年頃のカオリン鉱山として13

の鉱山を挙げている.京畿2忠北1忠南2慶北

1慶南7である.慶南道の7鉱山のうち山清一河

東地区の鉱床は4である.

1983年7月現在の韓国のカオリンの登録鉱区数は

1,556でこの数は石灰岩についで多いという(壁はか

1984)､

韓ほか(1984)によると1981年韓国のカオリンの稼行

鉱山数は173生産量は511,617tである.これを行政

区画別にみると表のようにたる.

道別カオリン鉱山の稼行鉱山数坑数生産量

ソウル

京畿道

江原道

忠清北道

忠清南道

全羅北道

全羅南道

慶尚北道

慶尚南道

計
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前にも述べたがこのカオリンの統計にはカオリン鉱物の

!988年11月号

韓国産カオリンの産状は1.風化残留型2.堆積型

3.浅熱水型4･凝灰岩層に分類される(尚1982)･

カオリン鉱床の大部分は1.と3.に属するという､

3.の浅熱水型に属するものにはいわゆる“蟻石"鉱

床に伴いsericite,pyrophy11iteなどと共に産するkao1i-

nite,dickite鉱床である.これらは“蟻石"として別

項で述べる.

3)一1風化残留力才リン鉱床

風化残留カオリン鉱床としては慶尚南道の山清一河東

地区の“河東カオリン"鉱床カミ重要である.この地区

から韓国の広義のカオリン生産の2/3を供給している.

anOrthOsite(斜長岩)がこの鉱床の原岩で鉱床は南北

約60㎞の範囲に分布している.この鉱床については

別に詳述する.

他の風化残留カオリン鉱床には花嵩岩類および酸性岩

脈の風化残留鉱床カミある.花開岩の風化残留鉱床につ

いて趨ほか(1986)は次の各地の鉱床を調査した.江

原道(春川渋川蔵珍三陸遺徳)慶尚南道(居昌陳川

成陽)全羅南道(務安羅州)忠清北道(清洲曽坪)忠清

南道(大田)地区の鉱床である.これらの地区のカオ

リン化した風化帯は先カンブリア時代の花開岩質片麻岩

ジュラ紀白亜紀の花嵩岩の分布地帯で風化した花開

岩砂礫部に含まれているツルト以下の粒度の風化生成物

の重量比は9.9-4115劣である.41.5%を示すのは全羅

南道務安郡海際面洋万里の試料である.風化生成物は

kaO1ininiteが主でほかに小量の雲母石英を含むと

いう.これらのカオリン粘土の耐火度はSK26-35

白色度は55-87を示すという.この中“務安二次粘土"

と呼ばれるものは耐火度(SK35)白色度(87)“務安

一次粘土"と呼ばれるものは耐火度(SK34+)白色度

(76)と比較的良い物理性を示すが化学分析値をみると

一次粘土はK.Oがやや多く(3.38%)未風化の長石かか�
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たり残っているものと推定される.

花歯岩類の風化残留カオリン鉱床にはほかに次のも

のがある.ソウル地区(ソウル地籍6183号)の花闇岩

(1/5万ソウル1982)忠清南道論山郡夫赤面盤松里のジ

ュラ紀の斑状花嵩閃緑岩(1/5万論山1980)同藤山郡新

岩面下坪里新宗里同道唐津郡合徳面城東里の白亜紀

の粗粒黒雲母花庸岩の風化残留カオリン鉱床(1/5万

磯山1969)である.全羅北道益山郡八峰面八峰里では

白亜紀仏国寺統片状花庸岩の風化Lたものを採掘した

(1/5万参膿1969).慶尚北道金陵郡釜頂面亀城面で

は先カンブリア時代の細粒花崩片麻岩の風化部に砂粒を

混じたカオリン鉱床が知られている(1/5万雷川1968).

酸性岩脈の風化部がカオリン化した鉱床も報告されて

いる.忠清南道農山郡大述面松石里では時代未詳の縞

状片麻岩中の白亜紀の岩脈(ユ/5万澄山ユ969)全羅北

道完州郡陽面明徳里では白亜紀仏国寺統の石英斑岩の風

化部をカオリンとして採掘した(ユ/5万参膿ユ969)とい

う.

岡本(ユ937)は江原遣嚢陽郡(現高城郡)竹旺面の嚢

陽カオリンの分析値を報告しているが詳細は不明であ

る.分析値から推定すると花開岩の風化物と思われ

る.

3)一2堆積カオリン鉱床

堆積カオリン鉱床に関する報告は少ないので詳しいこ

とは知ることができたかった.尚(1982)は堆積型に

属する鉱床として忠清南道新札院慶尚南道昌原全

羅南道威平水礼地区の鉱床を挙げているカミ昌原を

除いて資料は見あたらなかった.以下報告のあった

2-3の堆積鉱床について述べる.

徳山珪砂鉱山(慶尚南道昌原郡東面茶戸里)1/5万“馬山"

地質図幅説明書(1963)によると同鉱山の鉱床は沖積層

中に形成した精土珪砂亜炭の層状鉱床で調査当時

は水没していた.同説明書によると粘土層は

含砕木節粘土165-169㎝上部

木節粘土平均132cm

含亜炭木節粘土99㎝

亜炭33㎝下部

となっており木簡粘土の分析値および耐火度はSiO･

56.00%A120330.49形Fe2033.07%CaOni1MgO

O.96老K200.46劣Na201.02%Ig.1oss8.02房

SK28である.

京畿道騒州郡陵西面一帯に分布している粘土鉱床があ

る(朴ほか1986).粘土鉱床には2種あり1つは白

亜紀の酸性岩脈が陶石化Lたものである(幅2.5m長さ

10-100皿の脈状鉱体カミ8本知られ2本が採掘されている).

他は堆積鉱床でこれは世故申学校の北側にあり300x

400mの範囲に広がり平均厚さ3mである､この堆

積鉱床は現世のものでジュラ紀の花嵩岩類(黒雲母花

商岩黒雲母白雲母花嵩岩白雲母花崩岩)白亜紀の岩脈類

(石英斑岩珪長岩石英脈)から構成されている丘陵地の

麓に分布している.花粛岩の風化部が移動して生成し

たものであろう.鉱石はha11oysitemetaha11oysite

montmori11oniteなどの粘土鉱物からたり雲母石英

長石を混じている.化学組成はSi0262-68A120317-

21Fe.032.9-4.9K202.3-3.5劣である.

岡本(1937)は麗州白土として麗州郡北内面の粘土の

分析値を示しているカミ上記の鉱床と類似の鉱床から産

出Lたものと推定される.

超ほか(1986)はオｰガｰを使用して全羅南道の現世

の堆積性粘土鉱床を調査Lた.潭陽(郡)･光州･(光

山郡)･松江地区羅州(郡)･務安(郡)･霊岩(郡)地区

羅州郡山浦(面)地区を対象としている.これらの地

区では務安郡海際面玄慶面羅州郡栄山浦邑に多少良

質の粘土が期待される.また羅州郡山浦面の山浦国

民学校南部に低品位の粘土を認め鉱量を算出してい

る.

3)一3熱水鉱床

蟻石鉱床に伴うカオリン鉱床以外の熱水性カオリン鉱

床として報告のあったもの2,3を掲げる.

慶尚南道蔚州郡西生面北西部にある鉱床(1/5万方魚

津1968)は新羅統の含角礫安山斑岩中に貫入した白亜

紀仏国寺統の岩脈状の珪長質岩が熱水変質して生成した

カオリン鉱床である.1960年頃数100tのカオリン

を採掘したカミ品位が低下し鉱量が不足してきて休業し

ている.

慶尚南道金海郡葉山面粉切里付近でカオリンを採掘し

たという(1/5万釜山･加徳1985).白亜紀楡川層群

の流紋石英安山岩が白亜紀仏国寺統の黒雲母花庸岩の貫

入を受けてカオリン化したところが採掘された.

岨)力才リン鉱石の品位

韓国で今日産出するカオリンの約2/3は慶尚南道山清

郡一河東郡地区から産L品位も良く付加価値の高い用

途の使用がされている.韓国のカオリンの晶質の基準

は山清一河東地区の鉱石を基に決められているように思

われる.次表にその基準を表示する.

品種のWはwhite(白色)をPはpink(紅色桃色)

をSABCDは等級を示している.一般に

地表部に近い方に鉱石Pがその下部にWが発達すると

いう.

地質ニュｰス411号�
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カオリン等級別化学組成(%)

化学組成＼品種
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河東郡威陽郡に分布し1/5万図幅では北から安義

山清丹城辰橋図幅内に位置する.この地区でカ

オリンを採掘したところは南北に延びるanorthosite

の大岩体とその東方の同じく南北に延びるanorthosite

の小岩体およびその延長上の花嵩片麻岩地区のカオリン

化地帯である1

(崔ほか

1984)より

等級を決める最大の要素はFe･03でABCの

等級の順に多くなってゆく.CaO+MgOK.O+Na.O

が多いのは風化帯の中に未風化の斜長岩が残っているた

めでP帯では少たくたっている.

5)埋蔵量

韓国のカオリンの埋蔵量は1979年に鉱業振興公社から

発表されたものがありこれによると次のようである(崔

ほか1984による).

産地名

河東山潜

高電星川

海南唐津

その他

計

埋蔵量(1,OOOt)

��㈶

���

㌮〴�

���

��㈲

構成比(劣)

��

��

��

㌮�

��伀

たお最近動力資源部が集計したところによると

全体のカオリンの埋蔵量は84,O00×10語tと推計されてい

る.

河東山清以外の地区の鉱床に関しては資料が無いの

で判断は出来たいが韓国において河東山清地区の鉱

床が資源的に今後も重要な地位を占めてゆくことは明ら

かである.

6)慶尚南道山清郡｡河東郡のカオリン鉱床

この地区のカオリン鉱床は韓国で最も重要た鉱床であ

るため多くの研究者によって調査研究カミ行われ多く

の論文調査報告が発表されている.従って韓国では

この地区の鉱床が最もデｰタが豊富である.以下これ

らの研究者の研究成果に従って“山清一河東カオリン"

について述る.

6)一1山清河東方才リン鉱床の位置

山清河東地区のカオリン鉱床は慶尚南道山清郡

1988年11月号

6)一2山清河東カオリン地区の地質

慶尚南道山清郡河東郡一帯の地質については上記

1/5万図幅の地質図およびSonandCheng(1972),

SangandShin(1981),JeOng(1982)に詳しい研究が報

告されている.以下これらに従ってこの地区の地質を

簡単に示す.山清河東カオリン賦存地域の地質は

先カンブリア時代の基盤岩類先白亜紀の深成岩半深

成岩岩脈白亜紀慶尚累層群白亜紀深成岩類沖積層

から構成されている.

先カンブリア時代の基盤岩は片麻岩複合岩類で智異山

片麻岩に属している.この先カンブリア時代の岩石は

閃緑岩片麻岩縞状片麻岩ミグマタイト化片麻岩花

鵠片麻岩などから構成されている.安義図幅内の黒雲

母片麻岩で測定された地質年代は1.313808907Ma

を示し上部先カンブリア時代に属する.

先白亜紀の深成岩類は斜長岩(anorthosite)閃緑

岩片麻状花嵩岩閃長岩などから構成されている.

これらのうちあとの3者は斜長岩中に貫入している.

片麻状花嵩岩は178Maの年代を示し多分ジュラ紀の

ものであろう.従って斜長岩の時代は上部カンブリア

紀とジュラ紀の問であろう.

斜長岩岩体は山清一河東地区のカオリン鉱床の原岩と

たっている岩石で韓半島ではこの地区にのみ産する.

斜長岩岩体は見かけ上大きた2つの岩体(閃長岩の貫入で

2岩体に分けられているものと思われる)からたり河東郡

にありsheet状をだしている岩体(河東斜長岩体)と山

清郡にありdOme状をたす岩体(山清斜長岩体)である･.

外にこの2岩体から離れて2つの小岩体がある.斜長

岩体の規模は河東斜長岩体の幅は平均2.5㎞山清斜

長岩体の東西最大幅約16㎞で両岩体合わせた南北全

長は65㎞である.

斜長岩は岩体の中央部では優白質で周辺に移るに従っ

て有色鉱物が増加してくる.(1)SonandJeong(1972)

は山清岩体の東部河東岩体の西部のgabbro質の岩体

を別にして斜長岩体を有色鉱物によって3帝に分けた.

即ち中心部(ma自｡5%)周辺部の内より(maic1O%)

周辺部の外より(ma丘｡15%)である.(2)Sangand

Shin(1981)は同じくgabbro質の岩体を除きこの斜長

岩岩体を3つに分けた.内側からanorthositecore�
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1カオリン鉱床2斑蛎岩3優白質斑板岩4斜長岩5慶尚系

14-2図斜長岩岩体とカオリン鉱床分布図

(A.C.)(ma丘｡5形),anorthositeproper(A.P.)(ma五｡

5-10%),anorthositegabbro(A.G.)(maic1O-25%)であ

る.(3)Jeong(1982)は斜長岩岩体(広義の斜長岩を指し

gabbro質の岩体も含めている)をanorthosite(maic0-10

%),1eucogabbro(ma丘｡1O-35%),9abbro(manc35-65

%)に分けている.いずれの研究者もこの地区の斜長

岩岩体は岩体の内側に鉄苦土鉱物の少ない優白質の岩体

が存在し外側に移るに従って鉄苦土鉱物が多い岩体に

変わっていることを示している.この鉄苦土鉱物の多

少はこの地区のカオリン鉱床の生成に欠きた影響を与え

ている.Jeong(1982)は狭義のanorthositeは全岩体

の30%以下であると述べている.

斜長岩を構成Lている斜長石の成分について〈1〉

SonandJeong(1972)はAb2｡一38An73-62平均Ab32An.8

〈2〉李ほか(1977)鉱床母岩のanorthositeの斜長石

An｡｡.4～An｡｡,｡〈3〉Jeon9(1982)狭義のanorthosite

An.4-63と測定し1abradoriteであると述べている.

またSangandShin(1981)は鉱床原岩の斜長石を分

析し斜長石のノルム値をAn(60.9-59.1)Ab(38.4-40.4)

Or(O.7-O.5)と記している.

14-2図にanorthosite岩体の岩質とカオリン鉱床の位

置を示した.

6)一3山清河東地区の力才リン鉱床

先ず山清河東地区のカオリン鉱床について概要を

簡単に述べる.カオリン鉱床は斜長岩を原岩とLてこ

れが変質して生成した鉱床で鉱石は主としてha1ユysite

からたり一般に上部から黄褐色鉱石紅色(ピンクま

たは桃色)鉱石白色鉱石からなっている.紅色鉱石

と白色鉱石が採掘の対象とたっているが両者のうちで

は白色鉱石の方が付加価値の高い製品用に向けられてい

る.この鉱床の成因には風化残留鉱床説と熱水変質

鉱床説とがある.

カオリン鉱床の分布

山清河東地区のカオリン鉱床は原岩である斜長岩

(anor･thosite)が変質を受けて粘土化L生成したもので

ある.地質の項で述べたように山潜河東地区の斜長

岩は南北方向の長さ65㎞幅は河東岩体で2.5㎞

山清岩体で最大16㎞の岩体で河東岩体の東側には南

北に延びる幅狭い別の岩体がある.カオリン鉱床はほ

ぼこれら岩体上に産出する.

原岩による規制SangandShin(1981)は大部分の

カオリン鉱床はこの地区の斜長岩は3つの型のうちの

A.C.,A.P.の岩型のところに産するという1また

斜長岩体中ではNE方向の著しい断層の近くに産すると

いう.さらに斜長岩体中には多くの岩脈(N30-70W方

向の走向で幅1m長さ約10m)に沿って岩脈から数m以内

にレンズ状の鉱床が発達するという.

地形による規制李ほか(1977)はこの地区の粘土

鉱床は海抜350㎜(比高では250m)以下で山腹の傾斜が

17度未満の地域に賦存していると述べている.また

Rieta1(1982)はカオリン鉱床は大部分平均高度100-

200m傾斜10度内外の緩慢た丘陵性低地帯と山麓地域

に分布すると述べている.地形の急たところでは侵食

によって変質生成物が流失したと考えている.この地

区のカオリン鉱床は地域によって多少の差はあっても高

度の高くない緩斜面のところに賦存しているようであ

る.14-3図に山溝地区のanorthosite岩体地区で急

斜面でanorthositeの露出している部分とカオリン鉱床

の関係を示した.

鉱床の深度表土の厚さ鉱床の深さはところによっ

て種《である.金･姜(1965)によると｢丘陵地にお

いてはカオリン鉱床上の表土は1m内外で平らたとこ

ろでは上方から供給された砂礫からなっており低地の1

地質ニュｰス411号�
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(斜長岩露出部は図の中央部のみ示した)

��

14-3図山清地区の斜長岩

同露出部鉱床分布図(1/5万山清図幅,李ほか

より作成)

カオリン鉱床の表土は3-5mところによっては10mで

ある｣と述べている.李ほか(1977)は彼らの調査地

の表土の厚さについて平均1.5m最大5.4mと述べ

ている.

鉱床の厚さも辰構図幅地区内では表土下大体10m最

厚40mであるという(金･姜1965).李ほか(1977)

は鉱床の厚さは場所にもよるが山清地区の大部分では

4.2m以内玉宗地区では3-8.2m丹城地区では16m

まであると述べている1KimandKim(1964)は山清

郡今西面新鵜里と同丹城面白雲里地区の鉱床を調査し

た.前者の地点では22のピットのを観察L土壌平均

0.6mpink鉱体1.8mその下のwhite鉱体6m+で

あり後者の地点では土壌の厚さ1.3mと述べている.

カオリン鉱床の下部は粒状になった原岩の砂礫を混じて

きさらに下方では斜長岩体に移化する.14-4図に鉱

1988年11月号

床の模式柱状図を示す.

塩基性岩脈カオリン鉱床の鉱体には採掘場で見られ

るように多くの塩基性岩脈が発達している.幅1m位

長さも10㎜位のものである.この岩脈に沿って良質の一

鉱体が存在する.

鉱床と原岩の漸移帯カオリン鉱床の下部は次第に原

岩である斜長岩を混じてき色は白色であるがCaO,

Na20が増加してくる.選鉱の技術が進み細粒の斜長

岩が取り除かれるので鉱床の下部限界が下がってきてい

る.

堆積性鉱床斜長岩上に生成したカオリン鉱床が移動

し沖積層申に堆積したものが最近探査されている.

山清郡生草面梧釜面地区のものであるが一部を除い

て沖積層中のカオリン鉱床は発達が不良である(趨ほか

����
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6)一丞山清河東地域の力才リンの鉱宿

この地区のカオリン鉱床の鉱石を構成する主たる鉱物

はha11oysiteでこれに不純物として小量の｡h1orite,

gibbsite,1aumontite水酸化鉄鉱物たどを伴っている.

Rieta1(1982)は不純物を2種に区分している.1つ

は風化産物でgibbsite水酸化鉄鉱物石英であり他

は風化残物で斜長石緑泥石角閃石雲母チタン鉄

鉱石英である.たおSangandShin(1981)およ

び尚(1982)はha11oysiteに10A-ha11oysite7A-ha1-

10ysiteの2種あることを述べ白色カオリンと紅色(ピ

ンク)カオリンは黄褐カオリンよりも高い結晶度を示す

と述べている.

山清河東地区には1920年代頃より良質のカオリン粘

土の産することが知られことに河東郡正宗面のカオリ

ンは世界的に有名たオｰストリアのZetteIitzたどのも

のに匹敵すると言われていた.以下に代表的鉱石の分

析値を示すが今日では良質の粘土は少なくたってきて

いるので最近の鉱石の分析値の外に古い時代の分析値も

参考のために示しておく.
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14-4図カオリン鉱床模式柱状図

1｡黄褐色粘土2.紅色粘土3.白色粘土

4.風化斜長岩5.未風化斜長岩

6.優黒色岩月永

(SangandShin,1981を参考に作成)

河東郡正宗面岡本(1937)

山清ha11oysiteKimandKim(1969)

��潮����楴�業慮�業���

李徳源(1982)

李徳源(1982)
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カオリン鉱石中に含まれる鉄分は少量でも製品の価値

に大きな影響を与える.このため鉄分を少しでも少な

くするための研究が行われている.1つは鉄の挙動の

研究であり他は選鉱法の研究である.Rieta1(1982)

はカオリン鉱石中の鉄について1.母岩に含まれている

有色鉱物の多少が鉱石中の鉄分に影響する2.紅色カオ

リンの色は有色鉱物･不透明鉱物の風化の産物である徴

結晶があるいはコロイド状の鉄水酸化物カオリンによ

って交代された赤色の有機物淡紅色gibbsiteが原因

でありさらに3.採掘の際混入が避けられない割れ目

た詰まった赤色の風化物が原因であると述べている.

最近の白色カオリンと紅色カオリンとの産出の割合を

推定する資料が韓(1983)によって示されている.こ

れは主要た3鉱山から産出する鉱石の等級別生産量で

合計の生産量12.5万tはこの地区の産出量の約40房に当

たる.

PSPAPBPCWAWA'WBWC計

�������㌷��㌮�㌲�㈮〴�����〶�

6)一5埋蔵量

山清河東地区のカオリンの地区別等級別埋蔵量は次

の通りである.

河東山清地域等級別カオリン埋蔵実態(単位1,OOOt)

地域

山港北部

山清南部

A120335劣以上A120828-35%

����㌵　

����㈲�
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月城･河東4,606

丹城･Go-san6,800

Sang･ju地域

計34,168

�㌸�

㈱��

6)一6成因

山清河東カオリンの成因には1)熱水変質鉱床説

2)風化残留鉱床説の2説があることは以前からいわれて

いたが最近では風化残留鉱床と考えている研兜者が多

いようである.SangandShin(1982)は次の現象を挙

げて鉱床の熱水起源の根拠としている.1.鉱床は断層

の近くにあり離れたところには無い.2.ha11oysite

は斜長岩に貫入している塩基性の岩脈に密接に関係Lて

いる.岩脈が熱水の通路にたったのであろう.3.鉱

体申に見られる石英脈の周辺にha11oysiteの帯状分布

カミみられる.4.石英脈中の包有物の充填温度は220-

230℃を示す.また鉱床の生成は中生代以前で第

三紀初めに鉱床は変形と断層の影響を受けその後地表

近くに至ってさらに変質作用が重だったと述べている.

Rieta1(1982)は斜長岩は岩脈の貫入を受けて軽度の

熱水変質を受げ2次鉱物カミ生成したと述べている.

風化残留鉱床と考えている研究者は1.断層の存在を

否定している.2.岩脈に沿って良質の粘土カミ生成して

いるのは岩脈に沿って水の廻りカミ良かったことまた

岩脈貫入時の影響カミ風化と粘土化の助けとなった1こ

となどを挙げている.

河東岩体の東側に位置する小岩体の南北の延長線上に

即ち地質図上の片麻岩帯中に多数の鉱床が存在Lている

のも風化残留鉱床説を支持するとしている(Rieta1.
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